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１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 12,326 0.2 150 4.7 331 16.8 261 44.2
2024年３月期第３四半期 12,303 △2.5 143 11.2 284 10.1 181 △17.0

(注) 包括利益 2025年３月期第３四半期 △187百万円( ―％) 2024年３月期第３四半期 865百万円( 1,127.7％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 16.86 ―
2024年３月期第３四半期 11.69 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 19,659 11,826 59.6
2024年３月期 20,549 12,139 58.6

(参考) 自己資本 2025年３月期第３四半期 11,724百万円 2024年３月期 12,044百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 ― 4.00 ― 4.00 8.00
2025年３月期 ― 4.00 ―
2025年３月期(予想) 4.00 8.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 17,160 3.2 318 23.5 483 16.8 315 22.8 20.38

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2025年３月期３Ｑ 17,825,050株 2024年３月期 17,825,050株

② 期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 2,328,162株 2024年３月期 2,328,162株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 15,496,888株 2024年３月期３Ｑ 15,496,888株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提

となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．経営成績等の概況

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。



サンメッセ株式会社（7883） 2025年３月期 第３四半期決算短信

― 1 ―

○添付資料の目次

１．経営成績等の概況 ……………………………………………………………………………………… 2

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況 ………………………………………………………… 2

（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況 ………………………………………………………… 2

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ………………………………………………… 3

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………… 4

（１）四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………… 4

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ………………………………………… 6

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 …………………………………………………………… 8

（セグメント情報等の注記） ………………………………………………………………………… 8

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） …………………………………………… 9

（継続企業の前提に関する注記） …………………………………………………………………… 9

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記） ………………………………………… 9

独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書 ……………………………………… 10



サンメッセ株式会社（7883） 2025年３月期 第３四半期決算短信

― 2 ―

１．経営成績等の概況

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部に足踏みが残るものの、インバウンド需要やサービス需

要が高まる等の緩やかな回復基調を維持しています。しかしながら、エネルギー価格の高騰や円安の進行による物

価上昇に対して、格差社会の中で賃金上昇が伴うかが大きな課題となっています。また、少数与党による日本の政

治情勢、地政学的リスクの長期化、さらにアメリカ第一主義に徹するトランプ大統領の就任は、不確実性かつ不透

明な経営環境にさらに激しい変化をもたらすものと思われます。

印刷業界におきましては、元来の情報媒体のデジタルシフトによるペーパーメディアの需要減少がさらに進み、

競争激化による人件費・物流費等上昇分の価格転嫁の困難さ、人手不足による生産体制の見直し等厳しい環境が続

いております。

このような環境下にあって当社グループは、2025年に向けた90周年スローガン「Challenge for Change 2025～変

革への挑戦～」のフェーズ２となるメインテーマとして2022年度より「One Sun Messe」を掲げ、更なる事業成長と

企業価値向上を実現できるように努めております。なお、今年度の基本戦略テーマを『印刷を、超える。』として、

本業の印刷事業を超える事業変革の推進と構造を確立し、稼ぐ会社に変わるための具体的な施策を推進してまいり

ます。また、地球環境並びに社会の持続的発展と、グループ全体の持続的成長を両立していくためのサステナビリ

ティ経営につきましても、企業として具体的な取り組みを継続して推し進めてまいります。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は123億26百万円（前年同期比0.2％増）、営業利益は１

億50百万円（前年同期比4.7％増）、経常利益は３億31百万円（前年同期比16.8％増）、親会社株主に帰属する四半

期純利益は２億61百万円（前年同期比44.2％増）となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① 印刷事業

印刷事業につきましては、主に商業印刷関連の売上高は80億35百万円（前年同期比1.6％減）、ＩＰＳ関連の

売上高は14億26百万円（前年同期比10.7％増）、包装・パッケージ印刷関連の売上高は11億48百万円（前年同

期比12.0％増）で、合計売上高は119億17百万円（前年同期比1.0％増）となり、営業利益は１億27百万円（前

年同期比20.3％増）となりました。

② イベント事業

イベント事業につきましては、コロナ関連事業や一部の大型継続受注が当第３四半期連結累計期間はなかっ

たこと等の影響により、売上高は４億８百万円（前年同期比19.5％減）となり、営業利益は21百万円（前年同

期比38.8％減）となりました。

（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

（流動資産）

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末と比べて２億71百万円減少して73億２百

万円となりました。これは、現金及び預金が２億53百万円増加しましたが、受取手形、売掛金及び契約資産が４

億29百万円、電子記録債権が１億93百万円それぞれ減少したこと等が主な要因であります。

（固定資産）

当第３四半期連結会計期間末における固定資産は、前連結会計年度末と比べて６億19百万円減少して123億56百

万円となりました。これは、繰延税金資産が１億44百万円増加しましたが、建物及び構築物が88百万円、投資有

価証券が６億１百万円それぞれ減少したこと等が主な要因であります。

（流動負債）

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末と比べて５億29百万円減少して48億22百

万円となりました。これは、支払手形及び買掛金が２億39百万円、未払法人税等が１億２百万円、賞与引当金が

２億34百万円それぞれ減少したこと等が主な要因であります。

（固定負債）

当第３四半期連結会計期間末における固定負債は、前連結会計年度末と比べて48百万円減少して30億９百万円

となりました。これは、長期借入金が50百万円減少したこと等が主な要因であります。
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（純 資 産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末と比べて３億12百万円減少して118億26百万

円となりました。これは、利益剰余金が１億37百万円増加しましたが、その他有価証券評価差額金が４億37百万

円減少したこと等が主な要因であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年３月期の通期の連結業績予想につきましては、前回公表（2024年10月30日付）いたしました業績予想に変

更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,625,818 2,879,720

受取手形、売掛金及び契約資産 3,490,988 3,061,117

電子記録債権 687,624 493,860

商品及び製品 109,989 91,568

仕掛品 459,816 488,506

原材料及び貯蔵品 116,867 143,860

その他 90,970 150,595

貸倒引当金 △7,898 △6,609

流動資産合計 7,574,176 7,302,620

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,316,569 2,227,688

機械装置及び運搬具（純額） 1,948,687 1,940,946

土地 3,283,192 3,283,192

建設仮勘定 68,890 2,591

その他（純額） 92,961 91,414

有形固定資産合計 7,710,301 7,545,832

無形固定資産

その他 60,573 52,736

無形固定資産合計 60,573 52,736

投資その他の資産

投資有価証券 4,886,673 4,285,516

繰延税金資産 68,642 213,287

その他 283,451 293,231

貸倒引当金 △34,103 △34,151

投資その他の資産合計 5,204,664 4,757,884

固定資産合計 12,975,539 12,356,453

資産合計 20,549,715 19,659,074
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,781,060 1,541,639

電子記録債務 333,966 371,072

短期借入金 1,530,000 1,530,000

1年内償還予定の社債 100,000 -

1年内返済予定の長期借入金 - 50,000

未払法人税等 118,709 15,962

賞与引当金 485,968 251,610

その他 1,002,530 1,062,076

流動負債合計 5,352,234 4,822,360

固定負債

長期借入金 50,000 -

役員退職慰労引当金 241,117 236,884

退職給付に係る負債 2,755,033 2,761,814

その他 12,007 11,126

固定負債合計 3,058,158 3,009,824

負債合計 8,410,393 7,832,185

純資産の部

株主資本

資本金 1,236,114 1,236,114

資本剰余金 1,049,534 1,049,534

利益剰余金 8,419,822 8,557,120

自己株式 △1,162,491 △1,162,491

株主資本合計 9,542,979 9,680,278

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,385,764 1,948,126

為替換算調整勘定 16,322 22,075

退職給付に係る調整累計額 99,484 73,523

その他の包括利益累計額合計 2,501,571 2,043,725

非支配株主持分 94,771 102,884

純資産合計 12,139,322 11,826,888

負債純資産合計 20,549,715 19,659,074
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

売上高 12,303,798 12,326,372

売上原価 9,800,277 9,631,063

売上総利益 2,503,520 2,695,309

販売費及び一般管理費 2,360,178 2,545,233

営業利益 143,341 150,076

営業外収益

受取利息 377 216

受取配当金 98,568 122,399

不動産賃貸料 48,526 48,865

その他 12,228 31,815

営業外収益合計 159,700 203,296

営業外費用

支払利息 6,287 8,710

不動産賃貸費用 12,575 12,521

その他 22 249

営業外費用合計 18,885 21,481

経常利益 284,156 331,890

特別利益

固定資産売却益 150 99

投資有価証券売却益 323 -

助成金収入 193 -

特別利益合計 666 99

特別損失

固定資産廃棄損 357 521

投資有価証券償還損 5,177 -

会員権売却損 - 780

特別損失合計 5,535 1,301

税金等調整前四半期純利益 279,287 330,688

法人税、住民税及び事業税 20,123 14,857

法人税等調整額 76,405 52,042

法人税等合計 96,528 66,899

四半期純利益 182,758 263,788

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,566 2,515

親会社株主に帰属する四半期純利益 181,191 261,273
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

四半期純利益 182,758 263,788

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 686,745 △437,637

為替換算調整勘定 11,428 12,240

退職給付に係る調整額 △15,260 △25,960

その他の包括利益合計 682,913 △451,357

四半期包括利益 865,672 △187,568

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 858,048 △196,572

非支配株主に係る四半期包括利益 7,623 9,003
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自2023年４月１日 至2023年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント 調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２印刷事業 イベント事業 合計

売上高

商業印刷関連 8,166,645 ― 8,166,645 ― 8,166,645

出版印刷関連 386,211 ― 386,211 ― 386,211

包装・パッケージ印刷関連 1,024,843 ― 1,024,843 ― 1,024,843

コーポレートコミュニケーシ
ョン関連

301,721 ― 301,721 ― 301,721

情報コミュニケーション関連 176,693 ― 176,693 ― 176,693

ＩＰＳ関連 1,288,660 ― 1,288,660 ― 1,288,660

ＢＰＯ関連 403,027 ― 403,027 ― 403,027

その他特殊印刷関連 48,184 ― 48,184 ― 48,184

イベント ― 507,811 507,811 ― 507,811

顧客との契約から生じる収益 11,795,987 507,811 12,303,798 ― 12,303,798

外部顧客への売上高 11,795,987 507,811 12,303,798 ― 12,303,798

セグメント間の内部売上高
又は振替高

8,017 1,339 9,357 △9,357 ―

計 11,804,004 509,151 12,313,156 △9,357 12,303,798

セグメント利益 106,202 34,333 140,535 2,805 143,341

(注) １．セグメント利益の調整額2,805千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自2024年４月１日 至2024年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント 調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２印刷事業 イベント事業 合計

売上高

商業印刷関連 8,035,576 ― 8,035,576 ― 8,035,576

出版印刷関連 418,414 ― 418,414 ― 418,414

包装・パッケージ印刷関連 1,148,237 ― 1,148,237 ― 1,148,237

コーポレートコミュニケーシ
ョン関連

347,040 ― 347,040 ― 347,040

情報コミュニケーション関連 204,193 ― 204,193 ― 204,193

ＩＰＳ関連 1,426,782 ― 1,426,782 ― 1,426,782

ＢＰＯ関連 287,822 ― 287,822 ― 287,822

その他特殊印刷関連 49,671 ― 49,671 ― 49,671

イベント ― 408,634 408,634 ― 408,634

顧客との契約から生じる収益 11,917,738 408,634 12,326,372 12,326,372

外部顧客への売上高 11,917,738 408,634 12,326,372 ― 12,326,372

セグメント間の内部売上高
又は振替高

11,940 1,354 13,295 △13,295 ―

計 11,929,678 409,989 12,339,668 △13,295 12,326,372

セグメント利益 127,784 21,013 148,798 1,277 150,076

(注) １．セグメント利益の調整額1,277千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３．当社グループの主力事業である印刷事業における収益の状況を把握するうえで、製品分類ごとに収益を分解

し情報開示しておりますが、より詳細に分類することが適切であると判断いたしましたので、第１四半期連

結会計期間より区分を変更しております。なお、前第３四半期連結累計期間につきましては、変更後の区分

に組み替えて表示しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産及び投資その他の資産に係る償却費を含む。）は、次のとお

りであります。

前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日

至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日

至 2024年12月31日)

減価償却費 470,311千円 501,929千円
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年２月３日

サンメッセ株式会社

取締役会 御中

監査法人 東海会計社

愛知県名古屋市

代表社員
業務執行社員

公認会計士 大 島 幸 一

代表社員
業務執行社員

公認会計士 安 島 進 市 郎

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているサンメッセ株式会社の2024年４月１日から2025年３

月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2024年10月１日から2024年12月31日まで）及び第３四半期連結

累計期間（2024年４月１日から2024年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、

四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、

また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手した

と判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記

載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による

重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること

が含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項

に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を

開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、
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職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四

半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会

計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作

成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実

性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重

要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論

又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基

づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項

及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社(四半期決算短信開示会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。


